
 

 

 

 

 

 

 

 

「“グローバル”という言葉が意味すること」 

校長 尾崎 健次 

 

  

現・旧ＰＴＡ会員の皆様、同窓生の皆様、県関係者の皆様など、多くの方々に、昨年度から、話し

合いを重ねていただきながら進めてまいりました「英語教室」（仮称）が、２月上旬にようやく完成の

運びとなりました。ご理解、ご協力、ご検討、ご支援、本当にありがとうございました。活用方法に

つきましても、様々な方々からご意見をいただきながら、試行錯誤を繰り返していきたいと考えてお

ります。まずは、この書面をもちまして、関係者の皆様方に、心からお礼を申し上げます。 

 

さて、生徒の皆さんは、表題の「グローバル」という言葉の意味を深く考えたことがありますか。

もちろん、カタカナ表記ですが、元来は英単語の‘global’が由来です。「世界的な、全世界の、地球

規模の、全体的な、広範囲の」などが、その意味です。現在では、グローバル化やグローバリゼーシ

ョンなどの派生語も頻繁に使われるようになってきました。もとは外国語であったものが、社会に取

り入れられて国語と同じように使われている語を外来語と呼びますが、外来語を使用する際は、その

本来の意味を正確に理解しておく必要があります。さらに、自分なりに解釈を整理しておくことも必

要です。時代の流れには敏感に反応・対応し、その時々の流行（はやり）には安易に流されることな

く、本質や奥底を見極める力を身に付けたいものです。 

２年生には、昨年１２月に実施した修学旅行の結団式の折、私なりの解釈を伝えました。 

「グローバルとは、違いの存在を認め、いっしょにやっていこうとすること」、と私は解釈してい

ます。 

私たち人間が、今の自分より成長するためには、いろいろなことが必要となります。例えば、君た

ちが真摯に取り組んでいる勉強であったり、部活動であったり、学校行事等を通しての楽しい経験や

辛い経験などの様々な経験であったり、人との出会いであったりと。成長するためには、「違いの存在

を知り、違いに触れ、違いを認める」ということも必要になると心に留めておいてください。２・３

年生が修学旅行で体験した異文化交流「グローバル人材育成プログラム」やディズニー事前研修「お

もてなし」では、まさに、違いを体感したものと確信しています（１年生は今年の１２月に実施予定）。

グローバル社会をどのように生きていくかは、君たち一人一人の姿勢にかかっています。 

 

皆様の英智のお陰で完成する英語教室を、グローバル社会を生き抜いていかなければならない本地

区の児童・生徒のため、最大限に活用させていただきたいと考えております。本校生徒の英語力向上

はもちろんのこと、グローバル視点を考える拠点にできれば幸いです。さらに、本地区の小中学生・

教育関係者がグローバルな力を身に付けるために活用できるよう、関係機関と話を進めてまいります。 

 

 

２月 行事予定 

２日 月 
早朝補習中断（考査後再開）   

特別編成時間割Ⅱ開始（３年） 
１７日 火 ３年登校日 

３日 火 ３年登校日 １８日 水 ＰＴＡ母親委員会 

４日 水 推薦入学者選抜 １９日 木 学年末考査（１・２年）（～24日） 

５日 木 マラソン大会 ２１日 土 ３年補習 

６日 金 
マラソン大会予備日  

就職公務員試験③ 
２２日 日 英検２次 

７日 土 

１年：補習および情報検定    

２年：対外マーク模試（～8日）          

３年：補習  県新人駅伝  

２４日 火 

期末考査最終日 頭髪服装指導                 

島原特別支援学校南串山分教室

訪問      

１０日 火 
３年登校日 

島原半島記念植樹（３年） 
２５日 水 考査返却特別時間割 

１１日 水 
建国記念日                      

トップレベル模試（１・２年） 
２６日 木 

３年登校日 

Ｌ：学級独自 

１２日 木 

考査時間割発表         

Ｌ：学級独自（１年）                   

コース別説明会（２年）  

２７日 金 代休日（2／28） 

１３日 金 民間講師招へい事業（２年生創） ２８日 土 卒業式予行 同窓会入会式  

１４日 土 ３年補習 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口加だより 
  

平 成 ２７年１月３０日発行 

長崎県立口加高等学校 

      第１０号 

 

 

＜バスケットボール部＞（県新人戦）          ＜美術部＞    

男子：                     第４５回長崎県高等学校美術展 出展作品 

１回戦 口加  119-43 精道三川台      １年 林田 明日花 

    ２回戦  口加  76-31 上五島            野中 萌衣 

    ３回戦 口加  57-92 瓊浦            林田 和子 

                 県ベスト 16      ２年 永田 充 

女子： 

１回戦 口加  44-84 長崎東 

 

＜バレーボール部＞（県新人戦） 

 

     １回戦   口加  2-0   中五島 

      ２回戦   口加  0-2   清峰 

 

 

 



 
 

１月１５日（木） 

 

 
 

 

 

 
 

進路指導主事 井手克宏 

 

 １月１７・１８（土・日）に大学入試センター試験が行われ、本校も３６名が長崎大学文教キ

ャンパスにて受験しました。前日１６日の午後から出発し、下見を入れると２泊３日の長い勝負

でしたが、暑い日も寒い日も、お盆も正月もこの日のために準備してきた生徒たちは全力で力を

出し切ろうと、果敢に立ち向かっておりました。 

 １月２０日現在の進路決定状況は下記のような内訳になっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよこれから国公立大学個別学力試験（２次試験）や私立大学・高等看護学校の一般入試

が始まります。学校では、その対策のために特別編成授業を設け、最後の仕上げに必死に取り組

んでいます。どうか最後まで応援・ご協力をお願いいたします。 

★今月の生活創造コース★ 

１１日（日）家庭科技術検定（和服２級）（２年）  

１２日（月）家庭科技術検定（食物２級）（２年） 

１３日（火）若木保育園実習（３年保育選択者） 

２３日（金）乳幼児親子交流学習（２年） 

 

 

 

 

 

 

２６日（月）テーマ研究発表会（３年） 

３年生活創造コースが取り組んでいるテーマ研究。前半はファッションショーに向けたドレスなど

の製作、後半は、各自がテーマを設定し、調査・研究・実践活動を行います。その研究の成果を発表

しました。 

       ご参観いただいた皆様、ありがとうございました。 

１ 唐津 優美 食物 おいしい豆腐ができるまで 

２ 永川 ほのか 食物 コレステロールについて 

３ 内田 千尋 食物 高齢者に不足しがちな栄養素を含んだお菓子 

４ 井上 由衣 食物 じゃがいもで健康になろう！！ 

５ 小嶺 茜 保育 
こどもよ遊べ  

～こどものためのフェルトおもちゃ～ 

６ 竹下 侑衣 食物 Chocolate Zone 

７ 渡部 愛理 食物 スポーツ選手の栄養と食事 

８ 豊増 美菜子 食物 野菜たっぷりの栄養満点幼児食を作ろう！！ 

 

 

講師に横山正裕先

生をお招きし、進路

講演会が開かれまし

た。進路選択・将来

を考えるよい機会に

なりました。 

   １月６～７日 於：青雲寮 

                           

 

１月１５日（木）にセンター試験出陣式が行われました。校

長・学年主任から激励の言葉があり、生徒たちは受験の心構え

を確認しました。生徒代表として３年４組 池田和花子さんが

決意表明をし、試験に向けて一致団結することができました。 

また、激励のメッセージもおくられ、和やかな雰囲気の中に

も試験への覚悟を決めた様子でした。 

国公立大学      ３名（九州工業大学・長崎県立大学・山口県立大学） 

 私立大学      ２１名（立命館大学・西南学院大学など） 

 短期大学       ９名（長崎女子短大・中村学園短大など） 

 医療系専門学校    ２４名（嬉野医療センター附属看護専門学校など） 

  その他の専門学校 ２０名（日本デザイナー学院など） 

 公務員              ６名（長崎市消防・島原市消防・自衛隊など） 

  就職                ５名（佐世保ワシントンホテル・伊勢屋旅館など） 

              合計 ８８名（全体の６５．７％） 

 

 

 

 

１月８日（木）に始

業式があり、３学期が

スタートしました。気

持ちも新たに最後の

学期を充実させまし

ょう。 

１・２年生の希望者１２名が、昨年度か

ら始まった１泊２日の合宿に参加しまし

た。Laurel 先生と半島内４名のＡＬＴを交

え、Who am I?（自分の背中に貼られた有

名人の写真を、質問しながら当てる活動）

や Situations（空港やレストランなど、状

況に応じた会話を行う活動）など様々な研

修を行いました。最初は緊張気味だった生

徒達でしたが、最後は英語だけの日々を終

えた充実感や自信に満ち溢れた表情を見

せ、実りある２日間となりました。 

 


